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令和 7年度学校教育自己診断の結果と分析 

・アンケート全体では、過去２年間と比較して、生徒・保護者ともに多くの項目で肯定的回

答が上昇しています。一部の質問項目では肯定的回答率が減少しているものも見られます

が、肯定的回答率が上昇した項目数は、保護者で 15 項目、生徒で 19 項目となっていま

す。なお、今年度より回答方法を Googleフォームに切り替えております。（下記は今年度

のアンケート回答率です。）。 

生徒 保護者 

回収 在籍 回収率 回収 在籍 回収率 

956 984 97.2% 674 984 68.5% 

 

・「吹田東高校に進学して（させて）よかった」（生徒設問１、保護者設問１）の肯定的回答

率は、生徒が 91.1％（昨年度比＋2.4 ポイント）、保護者が 94.5％（同＋4.3 ポイント）

と、いずれも上昇しています。今後も、学習活動をはじめ、部活動や学校行事の充実に努

め、同程度の肯定的評価が得られるよう取り組んでいきます。 

 

・生徒設問２および保護者設問４の生徒指導に関する項目では、生徒・保護者ともに肯定的

回答率が 70％を超えています（生徒 79.9％：昨年度比＋4.0 ポイント、保護者 73.6％：

同＋0.9ポイント）。校則等については、「ルールメイキングの会」を中心とした見直しも

含め、今後も検討を継続していきます。 

 

・「学校行事が充実するように工夫されている」（生徒設問７）、「体育祭・文化祭などの生徒

会活動やクラス活動に積極的に参加している」（生徒設問 18）など、行事に関する項目の

肯定的回答率は今年度も上昇しました。本校がめざす生徒像である「主体的に考え行動で

きる生徒」や「すいひの力」の周知が、その一因であると考えられます。 

 

・生徒設問 10 の「授業」に関する満足度は、昨年度に引き続き 85.9％（昨年度比＋1.4 ポ

イント）と上昇しています。今後も授業アンケートの結果を参考にしながら、より良い授

業づくりに努めていきます。 

 

・「地域連携」に関する生徒設問 22 および保護者設問 23 では、昨年度の大幅な上昇と比べ

るとやや減少したものの、肯定的回答率は 80％以上を維持しています。総合的な探究の

時間を中心とした外部団体との連携や、海外姉妹校との交流などについて、今後も継続し

て取り組んでいきます。 
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・生徒設問 17の「進路指導」に関する肯定的回答率は例年高く、今年度は 89.7％（昨年度

比－3.1ポイント）とやや減少したものの、高い水準を維持しています。一方、学校教員

による講習に関する項目（生徒設問 30）の肯定的回答率は 97.6％（同＋2.5 ポイント）

と、非常に高い評価となっています。 

 

・「施設・設備」に関する満足度（生徒設問 25、保護者設問 11）は、生徒 89.7％、保護者

91.1％と高い数値を維持しつつ、昨年度に引き続き上昇傾向にあります。DX ハイスクー

ル認定を受けて実施してきた設備投資の効果が寄与していると考えられます。 

 

・保護者の「公開授業や文化祭・体育祭、講演会などの学校行事に出席したことがある」（保

護者設問９）の肯定的回答率は、昨年度に引き続き上昇し、令和７年度は 82.9％と高い水

準を維持しています。 

 

・１人１台端末については、多くの授業で効果的に活用されており（生徒設問 36）、満足度

は年々上昇しています。今年度は 88.7％の生徒が活用に満足していると回答しました。

リーディング GIGA ハイスクール認定校として、教員全体に１人１台端末の有効活用を周

知してきた成果であると考えられます。 

 

・Web ページの閲覧に関する項目では（生徒設問 35、保護者設問 22）、昨年度から公式

Instagramを開設し、学校行事や部活動等の情報発信を強化したことにより、今年度も上

昇傾向にあります（生徒 59.8％：昨年度比＋10.0 ポイント、保護者 58.8％：同＋0.3 ポ

イント）。公式 Instagram が、生徒・保護者への情報発信の有効な手段となっていること

がうかがえます。 

 

・教職員を対象とした設問では、「よくあてはまる」「ややあてはまる」を合わせた肯定的回

答が、多くの項目で上昇傾向を示しています。なお、今年度より回答方法を Google フォ

ームに切り替えております。特に大きく上昇している項目として、以下が挙げられます。 

 

 - 生徒一人ひとりの興味・関心や適性に応じた、きめ細かな進路指導を行っている 

- 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫・改善を行っている 

- 生徒による問題行動が起こった際に組織的に対応できる体制が整っている 

- 各分掌・各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している 

- 日々の教育活動における課題や悩みについて、気軽に相談し合える職場の人間関係が築

かれている 

- 教員間で授業方法等について検討する機会を積極的に持っている 


